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研究成果の概要（和文）：　独自技術であるMBE法をベースとした成膜では電子線照射における加速電圧の制御によっ
て更なる高品質化に成功した。さらに、光学非線形の定量的評価に優れ、光スイッチ等で広く利用されている光カー効
果の測定系を立ち上げ、スペクトル及び応答速度の測定を行った。得られたスペクトルは複数の鋭いピークを持ち、各
ピークの光子エネルギーが光－励起子長距離結合効果による輻射シフトを含めた励起子固有エネルギーと一致する特異
な形状を示すことが明らかになった。また、輻射緩和時間も輻射幅を反映し、光との整合性が高い励起子モードにおい
てはバルク結晶の励起子輻射寿命を３桁上回る100fs級超高速光カーゲートの観測に成功した。

研究成果の概要（英文）：  I have successfully verified that the resonant optical Kerr spectrum shows the a
nomalous mode structures similar to that of degenerate four-wave mixing in a high-quality CuCl thin film. 
The spectral shape reflects the radiative shift and width due to harmonized wave-wave coupling between lig
ht and multinode-type excitons. The components for the excitonic states with the large radiative width in 
the Kerr spectrum show ultrafast responses with the order of 100 fs, which are consistent with the calcula
ted radiative decay times of excitons. These agreements between experimental results and the calculated mo
de structures suggest that the resonant optical Kerr response below 10 fs will be achieved for a CuCl thin
 film with high crystalline quality and appropriate film thickness.

研究分野：

科研費の分科・細目：

数物系科学

キーワード： 光物性　励起子

物理学・物性Ⅰ



様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９、Ｚ－１９（共通） 

１．研究開始当初の背景 
 半導体結晶において光による電子励起を
考える際、結晶中における光の波と電子励起
の波のスケールの違いにより、系のサイズに
応じた全く異なるモデルが適用されてきた。
ナノ結晶における光学応答は、サイズが光の
波長よりも十分小さいことに加えて共鳴励
起によって生じる励起子の重心運動が閉じ
込めを受けることを考慮し、結晶内部におけ
る光の位相を一定とした長波長近似（LWA）
によって説明がなされてきた。このとき非線
形光学応答は系のサイズに応じて増大する
ものの、光の空間構造を考慮する必要がある
サイズ領域に差し掛かると LWA が破綻する
ため、応答の増大には限度があると信じられ
てきた。一方で、もしそのようなサイズ領域
においても励起子のコヒーレンスが結晶全
体に拡がるほど結晶性の高い系を実現する
ことができれば、節を持つ n≧2 励起子と光
との空間的インタープレイにより、LWA の
枠組みを超えた高効率非線形応答が可能と
なる。半導体材料における光学応答の輻射効
率や速度の向上は光ゲートデバイス等の進
歩に不可欠であるが、高効率応答を得るため
に励起子の実励起を伴うと、速い物質でも数
10 ps 程度である長い輻射寿命の影響により
応答速度が制限されるという問題が立ちは
だかっている。高品質微小結晶において発現
する光と励起子との特異な結合様態はこの
トレードオフ問題を乗り越えるための有望
な手段であり、結晶性の向上及びサイズの最
適化によって特定の励起子モードと光波が
広範囲に渡って整合する系を構築できれば、
輻射効率・応答速度の双方においてバルク結
晶や従来のナノ構造を凌ぐ超高機能光デバ
イスの実現へ繋がる。I-VII 族半導体 CuCl 
は 0.2 eV と巨大な励起子束縛エネルギーを
持つうえに顕著なポラリトン効果を示すな
ど光と励起子の相互作用が強い物質として
知られており、励起子ボーア半径が 0.7 nm 
と極端に小さいため励起子重心運動の量子
化が関係した現象の発現に最適である。その
一方で、成膜技術に関しては III-V 族や II-VI 
族に遅れを取っており、単結晶薄膜を得るこ
とは困難とされてきた。応募者は分子線エピ
タキシーによる成膜法に電子線照射を取り
入れた新奇技術を発展させ、位相緩和定数
（Γ）が 0.4 meV を下回るほど光学的品質
が高く、表面モフォロジーにも優れた薄膜の
作製法を確立した。その高品質薄膜において
典型的な非線形光学過程である縮退四光波
混合（DFWM）のスペクトルを測定すると、
従来の製法による試料においては一度も観
測されたことがなかった複数のピークが見
られ、各ピークにおける光子エネルギーが
光・励子間強結合による輻射補正を加味した
各励起子の固有エネルギーと一致し、スペク
トル形状は理論計算による誘起分極スペク
トルと一致することが明らかになった。また、
過渡回折格子法による励起子輻射緩和特性

の測定においては、輻射補正の虚部である輻
射幅が大きい励起子モードが本来の CuCl 
励起子より数桁速い 100 fs 級の超高速応答
を示すことに明らかにした。そこで、超高速
輻射緩和を示す励起子モードなら高温領域
においても位相緩和の影響を受けるよりも
速く輻射すると考え、DFWM スペクトルの
温度による変化を測定したところ、温度上昇
に伴って輻射幅の小さい励起子モードから
順に構造が消滅していったものの、膜厚 310 
nm の例では最も大きい輻射幅を持つ n = 5 
励起子を示す構造は温度を上げてもほとん
ど強度が低下せず、CuCl においては初とな
る室温における非線形信号観測に成功した 
 
２．研究の目的 
 励起子のコヒーレンスが全体に拡がるほ
ど結晶性の高い系では重心運動の閉じ込め
による励起子の波動性が顕現し、長波長近似
が適用できないナノからサブミクロンに差
し掛かるサイズ領域においても広範囲・複数
波長にわたる光波動と励起子波動の整合が
実現する。本研究では、複雑な機構に頼らず
半導体薄膜における結晶性の向上のみを徹
底することによって光と励起子の空間的イ
ンタープレイによる高効率非線形応答を達
成するとともに、光学非線形性を定量的に評
価できるシステムを開発することによって、
トレードオフの関係にあると信じられてき
た非線形光学応答の効率と速度の双方が両
立できることを実験的に示す。 
 
３．研究の方法 
 本研究では光と励起子の相互作用が強い
うえに励起子が関与した線形・非線形光学応
答に関する研究成果が蓄積されている CuCl 
を用いる。試料作製面では、分子線エピタキ
シー（MBE）法に電子線照射を加えた応募者
独自の高品質薄膜作製技術をベースに、ソー
ス、バッファ層、基板へ工夫を加えることに
よって結晶性、膜厚制御精度の更なる向上を
達成し、光・励起子間相互作用の精密なコン
トロールを実現する。光学実験面では、偏光
回転を利用した光学非線形性評価システム
の構築を行う。これをこれまで行ってきた励
起子輻射緩和特性の測定と併せて品質・膜厚
精度に優れた試料に対して実行することよ
って、従来はトレードオフの関係にあるとさ
れてきた非線形応答の効率と速度の双方が
結晶性の高い単純な薄膜構造において劇的
に向上できることを示し、精細な膜厚依存測
定より光学非線形性がどこまで強められる
かの探求を行う。 
 
４．研究成果 
 独自技術であるMBE法をベースとした成膜
では電子線照射における加速電圧の制御に
よって更なる高品質化に成功した。さらに、
光学非線形の定量的評価に優れ、光スイッチ
等で広く利用されている光カー効果の測定



系を立ち上げ、スペクトル及び応答速度の測
定を行った。得られたスペクトルは複数の鋭
いピークを持ち、各ピークの光子エネルギー
が光－励起子長距離結合効果による輻射シ
フトを含めた励起子固有エネルギーと一致
する特異な形状を示すことが明らかになっ
た。また、輻射緩和時間も輻射幅を反映し、
光との整合性が高い励起子モードにおいて
はバルク結晶の励起子輻射寿命を３桁上回
る100fs級超高速光カーゲートの観測に成功
した。 
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